
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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市内の仮設住宅に避難している住民の一時帰宅送迎用

に、ジャンボタクシー（乗客９人乗り）の無料運行が始

まりました。

初日は2台が出発したジャンボタクシーは、鹿島区の

仮設住宅を起点に巡り13人を乗せ、今年4月まで警戒区

域だった小高区に向かいました。

さっそく利用した吉田仁さん(81)、タカ子さん(81)

夫妻は「（解除後）戻れたのは3、4回。車が無いので

助かります。1週間に1回は帰りたいですね」と自宅に

向かいました。

3010

仮設住宅にジャンボタクシー さっそく乗り込む利用者

小高区内を走るジャンボタクシー 自宅へ向かう夫婦

ジャンボタクシーの運行に
関しては、４ページをご覧
ください。

●東京電力

●ウェブサイトのご紹介
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２11

原町区の高平地区では市内で初めてとなる地区ぐるみの防災避難訓練が行われ、278人が参

加しました。

訓練は「大地震が発生し大津波警報が発令された」との想定で行われ、高平小児童、高平幼

稚園児は事前に避難計画を作って準備した新たな避難経路を歩いて確認しました。高平小の児

童は集団登校の班を編成し、班長の指示でロープを持って一列になって避難したほか、歩けな

い地区住民はリヤカーに乗って避難しました。

消防署員が注意点を説明

幼稚園児の避難 リヤカーも使って避難 お互い協力し合って 約1キロ離れた避難所へ

集団登校の班編成 一列になって避難開始 しっかりとロープを持って！

住民の話を直接聞く平野復興相

３11

損壊家屋の取り壊し

説明を受ける平野復興相 津波被害の塚原地区

南相馬市を訪れた平野達男復興相は、避難指

示解除準備区域の小高区塚原で進む災害がれき

の仮置き場の整備状況などを視察しました。

また、地震の被害を受けた家屋や損壊家屋の

取り壊し作業、津波の被害を受けた農地の復旧

作業なども視察しました。

あの日のままの商店 ＡＴＭが再開した郵便局
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【福島県内市町村別】

2浅川町7只見町27桑折町116須賀川市

2鮫川村7大玉村30田村市119白河市

2天栄村9国見町32鏡石町154伊達市

3平田村14磐梯町34川俣町173二本松市

4古殿町15小野町37西郷村383新地町

7,137合 計5玉川村16会津美里町48猪苗代町446会津若松市

1富岡町5北塩原村19下郷町48本宮市651郡山市

1広野町6石川町20西会津町65南会津町774いわき市

1塙町6矢祭町22三春町68会津坂下町1,780福島市

1柳津町7金山町25棚倉町99喜多方市1,853相馬市

人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村

18,537)(10/254高知県14福岡県48大阪府545神奈川県

18,469合 計4和歌山県17岐阜県55青森県577栃木県

14※海外5鳥取県18大分県56愛知県617千葉県

-宮崎県6香川県18滋賀県96静岡県803茨城県

-山口県10三重県20広島県97岩手県871埼玉県

1鹿児島県11愛媛県29沖縄県111長野県980東京都

3徳島県11富山県34石川県113秋田県1,168新潟県

3奈良県12岡山県38京都府122北海道1,327山形県

4熊本県13長崎県42福井県137山梨県2,862宮城県

4佐賀県14島根県44兵庫県354群馬県7,137福島県

人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県

2012.11.1現在 （南相馬市HPより）【都道府県別】

※南相馬市外に避難している人数南相馬市民の避難状況
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南相馬市からのお知らせ

※1週間ごとに変わります。

みなみそうまチャンネルは、
交流ルームひばりのパソコンとテレビでもご覧いただけます。

パソコン視聴

1. オープニング&今週の番組

2. 平成24年度秋季競馬大会

3. ガンバレシピ第22回～皮なしソーセージ～

4. 高血圧予防第二部

5. 放射線授業

6. 波乗り体操

7. みなみそうまチャンネルからのお知らせ

アクトビラ配信

1. オープニング&今週の番組

2. ガンバレシピ第21回～じゃがいものピザ～

3. 南相馬見聞録～宝蔵寺・阿弥陀寺～

4. 桜の聖母短期大学移動文化祭

5. 高血圧予防第一部

6. 鹿島幼稚園人工芝完成セレモニー

7. ノリノリ体操

8. みなみそうまチャンネルからのお知らせ

9. 平成24年度県民と警察を結ぶ演奏会

※ 平成24年度県民と警察を結ぶ演奏会は毎日19時から

放送します

番組内容 [11月5日～]



被災自治体News

市では、仮設住宅団地と旧警戒区域（小高区と原町区の一部）を結ぶジャンボタクシーの運

行を開始しました。

自宅を掃除したい、近所の方とおしゃべりしたい時など、お気軽にご利用ください。

なお、市外にお住まいの方、応急仮設住宅以外にお住まいの方でもご利用できます。

仮設住宅団地のバス停留所からご乗車いただき、旧警戒区域内ではご希望（ご自宅、商店

やお知り合いのお宅など）の場所でお降りいただけます。

運賃

無料

定員

１日あたり２７人

運行日 ※１２月２８日～１月３日は運休します。

小高区西部エリア

〈降車場所〉 飯崎、角間沢、小谷、摩辰、南鳩原、北鳩原、羽倉、大富、金谷、川房、

大田和、小屋木

〈運行日〉 火曜日

小高区中部エリア

〈降車場所〉 一区、二区、三区、四区、五区、小高、片草、吉名、岡田、川原田、大井、

塚原

〈運行日〉 火曜日、水曜日

小高区東部エリアおよび原町区旧警戒区域

〈降車場所〉 女場、角部内、上蛯沢、下蛯沢、浦尻、下浦、行津、上浦、神山、上耳谷、

下耳谷、泉沢、福岡、村上、井田川、原町区旧警戒区域

〈運行日〉 木曜日

＊利用者の自宅等への到着は、午前１０時頃になります。

＊お帰りは、午後２時頃に利用者の自宅等を出発して、午後３時頃に停留所に到着します。

ご予約

ご利用になる前日の正午までにご連絡ください。

仮設住宅団地と旧警戒区域を結ぶジャンボタクシーの運行を開始しました！

問い合わせ 復興企画部企画課 ０２４４－２４－５２２３TEL

乗り場や乗車時刻など詳しくは、
今週号のチラシをご覧ください。

※南相馬市の世帯のみ

予約センター ＴＥＬ：０２４４－２６－５９４５
受付時間 月曜日～金曜日（祝祭日を除く）

午前９時～午後４時

浜通り×さんじょうライフvol.794
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災害公営住宅整備事業に伴い東日本大震災によるり災者で災害公営住宅への入居希望者

に対し、１０月２５、２６、３０日の３日間の日程で、現段階での災害公営住宅の配置案、間取り、

家賃の概要、払下げの考え方などについての第一回説明会を開催しました。

今後も説明会を開催していきたいと考えます。

※第一回説明会の資料は、ホームページでご覧いただけます。

5浜通り×さんじょうライフvol.79

災害公営住宅入居希望者に対する住民説明会を開催しました。

問い合わせ 建設部 建築住宅課 市営住宅係 ０２４４－２４－５２５３TEL

この説明会では、現在実施している県民健康管理調査「甲状腺検査」の内容、検査結果の

見方、甲状腺に関する医学的特徴等をわかりやすくご説明します。

開催日時

１１月１８日（日） 午後３時３０分～５時３０分

開催場所

ロイヤルホテル丸屋

説明会プログラム（予定）

甲状腺についての基礎知識と甲状腺検査の目的

甲状腺検査の実際

※検査の実際をご覧いただきます。

甲状腺検査の結果について

よくあるご質問・質疑応答

これまでに県民健康管理センターに寄せられた主な質問についてご説明します。

また、当日は会場からも質問をお受けするほか、事前のご質問も受け付けいたします。

kenkan@fmu.ac.jpまでお寄せください。

※いただいたご質問は、質疑応答の場ではなく、ご説明の中で解説する場合や、同じよ

うなご質問をまとめてお答えすることがございますので、あらかじめご了承ください。

県民健康管理調査「甲状腺検査」説明会の開催のお知らせ

問い合わせ
福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター

０２４－５４９－５１３０TEL
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任期付職員採用候補者試験について

東日本大震災および原子力災害からの復旧、復興などにより一時的に増加する業務に対応

するため、任期付職員を募集します。

◇この試験の合格者は、任期付職員として「任用候補者名簿」に登録され、名簿の中から、平

成２５年４月１日に採用を行います。（名簿の有効期間は、最終合格発表の日から１年間です。）

◇任期は３年とします。（５年を超えない範囲で任期を延長する場合があります。）

募集職種

一般行政・一般行政（医事事務）・土木・保健師・医療技師

受付期間

１１月１日（木）～１１月２８日（水）

受験申し込みの受け付けは簡易書留による郵送に限ります。（１１月２８日の消印有効）

受験案内・申込用紙

次の方法で取得できます。

南相馬市役所市民課総合案内係および鹿島区役所市民福祉課総合案内係で交付します。

（月曜日～土曜日 午前８時３０分～午後５時１５分）

※日曜日は、午前８時３０分～午後５時に日直窓口で交付します。

郵便で請求できます。

封筒の表に「受験申込書（任期付）請求」と朱書きし、１4０円切手を貼ったあて先（自分

あて）を明記した角２号封筒を必ず同封して請求してください。

ホームページからダウンロードできます。

全ての用紙は、Ａ4サイズとなります。

・受験案内

・受験申込書

・面接カード

・受験票への貼付シート

・受験申込書等封筒への貼付シート

・健康診断個人票（保健師・医療技師のみ）

次ページへ続きます

浜通り×さんじょうライフvol.796
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〔一般事務（医事事務含む）・土木〕
一次試験（二次試験あり）

教養試験（高卒程度）、適性検査

〔保健師・医療技師〕
個人面接、作文試験

試験内容

〔一般事務（医事事務含む）・土木〕
南相馬市原町区本町二丁目27番地

南相馬市役所 東庁舎2階第一会議室

〔保健師・医療技師〕
南相馬市原町区高見町二丁目54-6

南相馬市立総合病院 2階講義室

※都合により試験会場が変更となる場合は、受験票にてお知らせいたします。

試験会場

〔一般事務（医事事務含む）・土木〕： 平成２４年１２月８日（土）

〔保健師・医療技師〕：平成２４年１２月２１日（金）
場合によっては、２２日（土）も実施する場合があります。

試験日

〔一般行政〕
年齢要件、資格要件はありません。

〔一般事務（医事事務）〕
医療機関において診療報酬請求事務、医事サービス業務および病院経営管理業務など

の実務経験が通算して3年以上ある方、年齢要件はありません。

〔土 木〕
2級土木施工管理技士以上の資格を有する方、年齢要件はありません。

〔保健師〕
保健師免許を有する方、年齢要件はありません。

〔医療技師〕
診療情報管理士の資格を有し、実務経験が2年以上ある方。

※診療情報管理士とは
四病院団体協議会（日本病院会、全日本病院協会、日本医療法人協会、日本精神科病院

協会）および医療研修推進財団が資格付与する民間資格のこと。受験資格は、日本病院協会
が設ける診療情報管理通信教育を受講するか、診療情報管理士受験認定指定校にて必須科
目を履修することで得ることができる資格のこと。

対象
(資格)

〔一般行政〕 5名程度
〔一般行政（医事事務）〕 1名程度
〔土 木〕 3名程度
〔保健師〕 2名程度
〔医療技師〕 1名程度

登録予定
人員

申込用紙請求および受験申込先

〒975-8686
南相馬市原町区本町二丁目27番地
総務部総務課 （市役所本庁舎3階）

０２４４－２４－５２２２ ０２４４－２４－５２１４
ｓｏｍｕ＠ｃｉｔｙ.ｍｉｎａｍｉｓｏｍａ.ｌｇ.ｊｐ

FAXTEL

E-mail
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平成２４年１１月１日より四種混合ワクチン接種が、定期の予防接種に導入されます。

四種混合ワクチンは、ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオの各ワクチンを混合したワク

チンです。

平成２４年８月以降に生まれた方（三種混合ワクチン、ポリオワクチンいずれも未接種の方）が

四種混合を接種することとなります。

四種混合ワクチン接種方法

次のいずれかのワクチンを既に接種している方は、原則として三種混合ワクチンと不活化ポリ

オワクチン（単独）で接種を完了させます。

①三種混合ワクチン 1回以上

②不活化ポリオワクチン 1回以上

③生ポリオワクチン 1回

実施方法

福島県内で接種する場合は、実施医療機関で接種できます。

福島県外で接種する場合は、避難先自治体にお問い合わせください。

接種料金

対象者の方は、無料で接種できます。

料金がかかった時は、ご連絡ください。

四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ）

予防接種のお知らせ 10月31日ＨＰ更新

浪江町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.798

問い合わせ 健康保険課 健康係 ０２４３－６２－０１６８（直通）TEL

1期初回接種終了後6カ月
以上の間隔をおいて1回

1期初回接種終了後
12カ月から18カ月

1期追加（1回）

20日から56日までの間隔を
おいて3回

生後3カ月から12カ月生後3カ月から
90カ月未満の
乳幼児

1期初回（3回）

接種間隔標準接種期間対象者
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平成２３年３月当時１９歳～４０歳の方を対象に甲状腺検査を行うことになりました。

検査をご希望される方は、対象年齢をご確認のうえお申し込みをお願いします。

対象者

浪江町に住所を有し、平成２３年３月１１日時点で１９歳～４０歳の方。

実施時期

平成２４年１２月頃から予定（土曜日午前中のみ実施予定）

実施場所

ひらた中央病院（福島県石川郡平田村大字上蓬田字清水内４）

検査費用

無 料

検査内容

超音波検査

申し込み

・ 検査を希望される方は、甲状腺検査申込書を仮設津島診療所または役場（健康保険課）

に提出してください。（送付も可）検査日については、後日連絡いたします。

・ 1日に検査できる人数が限られますので、申し込み多数の場合は、「検査のお知らせ」通知

が、遅れることがあります。

※申込受付事務は、仮設津島診療所のみとなりますので、直接ひらた中央病院には送らない

でください。
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甲状腺検査についてのお知らせ

11月2日ＨＰ更新

問い合わせ 浪江町国民健康保険仮設津島診療所
〒969-1404 二本松市油井字長谷堂230

０２４３－２４－１４３１TEL

単独不活化ポリオ追加接種（4回目）の無料化について

11月6日ＨＰ更新

不活化ポリオワクチン（単独）の追加接種（4回目）は、導入時点では定期接種対象外でした

が、平成２４年１０月２３日から定期の予防接種となりました。

対象者の方（生後３カ月から９０カ月未満の者）は、無料（公費負担）で接種できますのでお

知らせします。

問い合わせ 健康保険課 健康係 ０２４３－６２－０１６８（直通）TEL



被災自治体News

本宮市の仮設住宅の空間放射線量測定結果（１０月３０日測定）

10月31日ＨＰ更新

問い合わせ 災害対策課 放射線対策係 ０２４３－６２－０１５２（直通）TEL

（測定地:地上高H=1.0m 単位:μSv/h)
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0.21
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9/19
曇

0.200.200.210.200.21栗木平仮設住宅（住宅中央）

0.160.160.170.170.19和田石上仮設住宅（談話室西側）

0.300.280.300.280.31石神第二仮設住宅（集会所西側）

0.270.280.280.270.28石神第一仮設住宅（談話室東側）

0.200.200.210.200.21小田部仮設住宅（談話室掲示板前）

0.290.290.310.310.33高木仮設住宅（集会所掲示板脇）

0.280.290.280.300.28恵向仮設住宅（談話室掲示板前）

0.200.210.230.230.24恵向仮設住宅（集会所掲示板脇）

10/30
晴

9/4
晴

8/21
晴

7/31
晴

7/18
曇測定地

桑折町、福島市内の仮設住宅の空間放射線量測定結果

（１０月３１日測定） 11月2日ＨＰ更新

0.06

0.10

0.34

0.10

0.10

0.20

0.15

0.13

0.11

0.19

0.17

0.14

0.11

0.10

10/17
晴

0.07

0.11

0.33

0.09

0.10

0.19

0.18

0.12

0.11

0.19

0.17

0.13

0.11

0.10

10/4
曇

0.070.080.060.070.060.07旧佐原小学校仮設住宅(談話室)

0.100.110.100.100.100.11しのぶ台仮設住宅(階段掲示板前)

0.300.320.340.340.320.35森合仮設住宅(中央)

0.090.100.090.090.100.09南矢野目仮設住宅(南集会所)

0.100.100.100.110.110.11南矢野目仮設住宅(北集会所)

0.200.210.210.220.210.22笹谷東部仮設住宅(西集会所)

0.130.160.140.160.160.16笹谷東部仮設住宅(東集会所)

0.120.130.120.130.130.13北幹線第一仮設住宅(南集会所)

0.100.110.100.120.110.11北幹線第一仮設住宅(北集会所)

0.200.210.210.210.200.21宮代第一仮設住宅(集会所)

0.160.170.170.190.180.18宮代第二仮設住宅(集会所)

0.140.130.130.140.140.14桑折駅前仮設住宅(第三集会所)

0.110.100.100.110.100.11桑折駅前仮設住宅(第二集会所)

0.100.110.100.100.100.10桑折駅前仮設住宅(第一集会所)

10/31
晴

9/20
曇

9/5
晴

8/22
晴

8/1
晴

7/19
晴測定地

（測定地:地上高H=1.0m 単位:μSv/h)
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町長メッセージ

11月1日ＨＰ更新

双葉町からのお知らせ

良好な関係を

日増しに秋も深まり、朝夕の寒さが身にしみる季節となりました。

町民の皆さまには、先の見えない生活に心身ともにお疲れのこととお察し申し上げま

す。

このような状況の中、被災者の気持ちを逆なでするように、福島県は、昨年３月１２

日午後３時頃に、双葉町上羽鳥にあるモニタリングポストの空間放射線量が毎時

１.５９ミリシーベルトを示していたことを公表しました。この線量は一般人の被ばく線量限

度である年間１ミリシーベルトを超える数値であります。危険を避けるためには、正しい

情報を住民に早く伝えるのが鉄則ですが、原発事故から一年半以上が過ぎた公表

は、スピーディの問題と同様、地域住民の適切な避難に活かされなかったばかりか、

福島県の危機管理のあり方が疑われるものです。また、情報公開が遅れたことに対

する誠意ある対応が示されないことは誠に遺憾なことであります。

そして、何よりも心配されることは、この時点で避難指示情報を得ることができず、また、

情報を得ても避難できないでいた町民が数多くいて、その中には妊婦や子どもがいた

ことです。

福島県は、すでに甲状腺被ばくや内部被ばく検査をはじめ、県民健康調査を実施し

ていることを理由に、新たな対策を示しておりません。

しかし、その県民健康調査の信頼性を揺るがす、大きな問題が発覚しており、本来、

県民の命を守るべき福島県に対する信頼性が根底から崩れ去ってしまいました。

双葉町は、被ばく検査を独自に実施し、町民の皆さまの健康不安の解消と将来、

不幸にも健康被害が発症した場合、法的に対抗するための証拠として町民の皆さま

全員に健康手帳（仮称）を交付することにしております。準備ができましたら、ご面倒で

も事故当初からの継続的な記帳をお願いします。

役場機能の福島県内の移転でありますが、先月、議会で補正予算の承認をいた

だき、役場機能をいわき市に移転することにいたしました。仮役場庁舎が整備され次

第、業務を行うことにいたします。

受け入れしていただいたいわき市長さまはじめ、市民の皆さまに深く感謝を申し上げる

とともに、市民の皆さまとの良好な関係を築いていかなければならないものと考えており

ます。

平成２４年１１月１日

双葉町長 井戸川 克隆
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応急仮設住宅等の環境放射線量率簡易測定結果について

【測定日：平成２４年１０月３０日（火）】 11月2日ＨＰ更新

0.1730.1630.0960.106つくば市：つくば連絡所

0.0790.0600.0570.052いわき市：南台応急仮設住宅

0.0900.1050.0810.101猪苗代町：上川原応急仮設住宅

0.1620.1450.0960.106会津若松市：城前応急仮設住宅

0.2930.3170.1430.158白河市：郭内応急仮設住宅

0.7130.8700.2820.231郡山市：日和田応急仮設住宅

0.3630.2810.1470.160郡山市：喜久田応急仮設住宅

0.4880.4870.3930.360郡山市：富田応急仮設住宅

0.1360.1560.1190.144福島市：さくら応急仮設住宅

0.5600.9550.2540.282福島市：北幹線第二応急仮設住宅

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

敷地内高線量地点
簡易測定値（μSｖ/h）

各集会所提示板前
簡易測定値（μSｖ/h）

測定箇所

問い合わせ 双葉町埼玉支所 住民生活課 ０４８０－７３－６８８０（代）TEL

浜通り×さんじょうライフvol.7912

大熊町からのお知らせ

問い合わせ
文部科学省 原子力災害対策支援本部 加藤

０３－５２５３－４１１１ 内線4604、4605TEL

福島第一原子力発電所２０km圏内の測定結果について

10月22日ＨＰ更新
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47.4

5.4

8.2
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16.9
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10/2

NaI12.612.914.815.014.5南約4km熊川50

IC21.622.423.924.525.1南南西約4km熊川47

NaI5.96.05.76.06.1西南西約3.5km小入野38

IC49.149.548.851.149.4西南西約3km夫沢37

NaI5.45.45.85.35.3西南西約5km下野上36

NaI8.88.79.69.59.8西南西約7km野上35

NaI2.62.42.52.62.6西南西約8km大川原34

NaI18.218.417.519.818.6西約2.5km夫沢30

IC39.138.039.939.239.0西約2.5km夫沢29

NaI2.32.42.32.42.5西約11km野上26

NaI2.22.22.12.22.2西約14km野上25

NaI13.814.213.414.414.5西北西約2.5km夫沢23

9/269/189/129/48/28
線量計

空間線量率(μSv/h)
住所(測定位置) №

線量計の種類 NaI : NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータによる値 ／ IC : 電離箱による値
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「４種混合ワクチン導入」についてのお知らせ

11月2日ＨＰ更新

13浜通り×さんじょうライフvol.79

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所 保健センター

０１２０－２６－３８４４ (代表)TEL

平成２４年１１月１日より、４種混合ワクチンの接種が始まりました。４種混合ワクチンは従来の

３種混合ワクチン（ジフテリア・百日せき・破傷風）に不活化ポリオワクチンが加わったものです。

対象者

４種混合ワクチン導入時点（平成２４年１１月）で、まだ３種混合ワクチンと単独のポリオワクチ

ンのいずれの予防接種を1度も接種していない人

（平成２４年８月以降に生まれた人：随時個人通知いたします。）

対象年齢

生後３カ月～７歳６カ月未満の方 (望ましい年齢：生後３カ月～１２カ月）

接種費用

無 料

接種回数と間隔

皮下接種で、合計４回 (１期初回接種：３回、１期追加接種：１回）

１期初回接種: ２０日から５６日までの間隔をおいて３回接種

１期追加接種： １期初回終了後１年～１年半の間隔をおいて１回接種

接種手続き・場所

県内： 直接医療機関へ予約して接種してください。（個別接種となります）

県外： 避難先自治体へお問い合わせください。（原発特例法により避難先で接種できます）

持参物

・予診票 ※県内：平成２４年７月３１日以前に生まれた方で、４種混合の接種を希望す

る方は、予診票を送付いたしますので、下記までご連絡ください。

※県外：避難先の予防接種担当課でもらって受けてください。

・母子健康手帳

注意事項

※すでに３種混合ワクチン（ジフテリア・百日せき・破傷風）及び生ポリオワクチン・不活化ポリ

オワクチンで予防接種を開始された方（平成２４年７月以前に生まれた方）は、原則として４種

混合ワクチンへは切り替えできません。引き続き、３種混合ワクチンと不活化ポリオワクチンに

よる接種をしてください。

４種混合ワクチン(DPT-IPV)の副反応

接種部位の発赤､腫脹、硬結（しこり）などの局所反応や発熱、下痢、嘔吐などが主です。接

種を重ねるごとに、局所反応を示す割合が多くなります。まれに生じる重い副反応としてショッ

ク、アナフィラキシー様症状などが報告されています。医師と相談のうえ、お子さんの体調の良

いときに予防接種を受けましょう。
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平成２３年３月の震災時に、富岡町文化交流センター「学び

の森」２階ギャラリーにおいて、平成２２年度富岡町文化財普

及啓発事業 富岡町歴史民俗資料館第６回企画展「写真で

綴る富岡町 ～明治・大正・昭和の記録～」を開催しておりま

したが、展示した写真を編集して刊行した冊子をご紹介いた

します。

（町でお配りしたタブレット端末でもご覧いただけるようにし

ました）

なお、現在、冊子の販売はいたしておりません。

※「写真で綴る富岡町 ～明治・大正・昭和の記録～」は

ホームページでご覧いただけます。

写真で綴る富岡町 ～明治・大正・昭和の記録～ （タブレット端末版）

11月1日ＨＰ更新

問い合わせ 富岡町役場 郡山事務所 ０１２０－３３－６４６６（代表）TEL

東京電力より、個人の損害賠償の１～４回目の本賠償（請求対象期間：平成２３年３月１１日

～平成２４年５月３１日）をされていない方が一括でご請求できる通期請求書類の発送が、１０

月２９日より開始されました。

なお、下記の方で通期請求書類での本賠償をご希望される方につきましては、誠にお手数

ですが「福島原子力補償相談室（コールセンター）」までご連絡いただきますようお願いいたし

ます。

東京電力の仮払補償金を受領されておらず、本賠償を一度も行ってない方。

１･２回目の本賠償（請求対象期間：平成２３年３月１１日～同年１１月３０日）の合意をされた

方で、残りの期間の本賠償を一括で行いたい方

東京電力による通期請求書類の発送および受付開始について

11月1日ＨＰ更新

問い合わせ 福島原子力補償相談室（コールセンター）
０１２０－９２６－４０４
受付期間：午前９時～午後９時

TEL

富岡町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.7914
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町長メッセージ

11月2日ＨＰ更新

町民の皆さまへ

９月２６日「福島第一原子力発電所事故に伴う富岡町の帰還に関する宣言」の発動が

正式に決定されました。

これに伴い１０月１５日、町議会議員と共に上京し、福島県選出の増子輝彦政調会長代

行に同行いただき、藤村修官房長官、前環境大臣である細野豪志政調会長、安住淳幹

事長代行と面会。

更に各関係省庁を訪問し、枝野幸男経済産業大臣、平野達男復興大臣、松本大輔文

部科学副大臣、園田康博環境副大臣へ「今後５年間帰還できない」とする宣言可決を報

告。

富岡町に帰還する為に必要な除染、インフラ復旧、医療・福祉、商店、雇用の確保など生

活環境の整備には今後５年間は必要と判断し、宣言に至ったことへの理解を求めました。

宣言文については、藤村官房長官が「現地は非常に厳しい状況にあると認識しており、貴

町議会の議決を重く受け止めねばならない」との野田総理の考えを述べ、各大臣も「今回

の宣言を重く受け止める」とし、平野大臣からは「一日も早い帰還の実現に向けて、国の責

務の元取り組んでいきたい」と今後も県、町と協議し、環境整備等に取り組む意向が示され

ました。

平野大臣とはこれまで何度も協議を重ねてまいりましたが、町の状況に沿った現実的な考え

方に対し、理解を示してくれているように感じております。

また、細野政調会長との会談では「立場が変わっても、福島特命担当を兼任する増子政

調会長代行共々、引き続き福島のために取り組んでいく」と心強い言葉をいただきました。

今回の要望活動では、復旧・復興に向けての課題及び問題点を示すと共に、長期間の

避難生活を続けている町民の現状を伝え、改めて町内一律賠償を訴えて参りました。

賠償の行き先が不透明な中、富岡町民が全国各地で理不尽な避難生活を強いられ、さ

らに今後５年間という時間が、人々をどれだけ精神的、そして肉体的にも追い詰めて行くの

かという現実。

これをしっかりと国に伝え、納得できる答えを勝ち取ることが、町の復興とともに行政が行う使

命であると考えています。

富岡町を離れ、１年８カ月が過ぎようとしていますが、町民の皆さまは、先が見えず長く苦し

い時間が空しく過ぎていくことに、苛立ちや不安が交錯されていることと拝察いたします。

朝夕冷え込む季節となりました。皆さまにおかれましては、体調を崩されぬよう、くれぐれもお身

体ご自愛ください。

富岡町長 遠藤 勝也

15浜通り×さんじょうライフvol.79
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県民健康管理調査「基本調査問診票」書き方相談コーナーを設置します

11月1日ＨＰ更新

福島県と福島県立医科大学では、東京電力福島第一原子力発電所の事故を受け、放射線

の影響による不安の解消や、将来にわたる県民の皆様の健康管理を目的とした「県民健康管

理調査」を実施しています。

対象となる方には、昨年、基本調査の問診票を郵送しておりますが、まだ記入のお済みでな

い方に書き方をご案内する「相談コーナー」を設置しましたので、どうぞご利用ください。

また、記入済みの問診票のお預かりもいたします。

設置場所

福島市役所 本庁舎1階 ロビー

実施日・受付時間

平成２４年１１月５日～１２月２１日の月曜日、水曜日、金曜日（祝日を除く）。

午前９時３０分～午後４時

対応者

福島県立医科大学 県民健康管理センター職員

問い合わせ
公立大学法人 福島県立医科大学

放射線医学県民健康管理センター コールセンター
０２４－５４９－５１３０

福島市役所 放射線健康管理室 ０２４－５２５－７６８１
TEL

福島市からのお知らせ

TEL

郡山市からのお知らせ

郡山市公式facebook（フェイスブック）はじめました！

11月1日ＨＰ更新

１１月１日から、郡山市公式フェイスブックページを開設しました。

フェイスブックを新たな広報手段として活用し、市政情報をはじめ、本市の元気や魅力、旬な

話題、さまざまな地域資源などを幅広く発信します。

郡山市公式フェイスブックページに「いいね！」をしていただくことで、郡山市が配信した情

報がご自身のフェイスブックにも配信されますので、ぜひご覧ください。

皆様の「いいね！」をお待ちしております。

郡山市公式フェイスブックページ 公式URL：http://www.facebook.com/KoriyamaCity
郡山市ウェブサイトトップページからもアクセスできます。

ご利用の際は、「郡山市公式facebookページ利用ガイドライン」および「フェイスブック利用規約」をご確認ください。

問い合わせ 総合政策部 広聴広報課 ０２４－９２４－２０６１TEL

浜通り×さんじょうライフvol.7916
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福島原子力補償相談室（コールセンター）
０１２０－９２６－４０４（フリーダイヤル）

受付時間：午前９時～午後９時

問い合わせ
TEL

平成２４年１０月２９日

東京電力株式会社

当社は、被害を受けられた個人さまに対する１回目から４回目までの本賠償（ご請求対象期間：平成

23年３月11日から平成24年５月31日）のうち、これまで合意いただいていない期間を一括してご請求い

ただける通期請求書類（平成24年９月25日お知らせ済み）の発送を本日より開始し、本年11月７日より

受付を開始いたします。通期請求書類の発送をご希望される方につきましては、誠にお手数ですが、

「福島原子力補償相談室（コールセンター）」までご連絡いただきますようお願い申し上げます。

なお、次の方につきましては、これまでに当社に賠償のご請求をいただいた際の郵送先に、本日より、

通期請求書類を順次発送させていただきますので、当社へご連絡いただく必要はございません。

・当社の仮払補償金を受領された方のうち、これまでに本賠償のご請求をいただいていない方

・１回目の本賠償（ご請求対象期間：平成23年３月11日から同年８月31日）をご請求いただいた方の

うち、２回目以降の本賠償のご請求をいただいていない方

県外借上げ住宅の新規受付終了について

11月5日ＨＰ更新

現在、福島県から県外へ避難されている方に対し、災害救助法により応急仮設住宅としての

借上げ住宅が提供されていますが、県外への避難者が減少傾向にあり、地元への帰還が始

まっていることなどを踏まえ、県外借上げ住宅の新規受付を本年１２月２８日で終了します。

なお、すでに県外借上げ住宅に避難している方への支援は継続されます。

■現在まで新規受付を実施している自治体

岩手県、秋田県、山形県、茨城県、千葉県、新潟県、石川県、山梨県、長野県、愛知県、

三重県、兵庫県、鳥取県、島根県、広島県、山口県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、

宮崎県、鹿児島県、沖縄県 (以上２３県)

また、県外の避難者が県内へ帰還する場合の応急仮設住宅(借上げ住宅含む)の受け付け

は、当面の間実施します。

ただし、県外の自主避難者が県内へ帰還する場合は、子どもまたは妊婦のいる世帯に限りま

す。

問い合わせ 生活環境部 避難者支援課 ０２４－５２３－４１５７TEL

福島県からのお知らせ

17浜通り×さんじょうライフvol.79
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ウェブサイトのご紹介

http://kizuna-project.net/

東日本大震災“絆”再生プロジェクト第一弾「校歌
がつなぐ ふくしま再生への思い」は、小学校校歌
を通して人と人との絆を結び直し、故郷ふくしまを
再生させる原動力にしようというものです。

誰もが通った小学校には、たくさんの思い出が詰
まっています。その思い出の一つひとつを生きる
力に変えて自分自身の人生を、そして故郷・ふくし
まの未来を切り拓く一助になれば・・・。心の故郷と
もいえる小学校には、そうした力があると信じてい
ます。 （サイトより）

学校名を選択してクリックすると校歌が流れます。
また、校舎の写真も貼り付けてありますので、
Startをクリックして見ることができます。

現時点で登録されている
浜通りの小学校一覧です。

（11月5日浪江町ＨＰ掲載より）



交流ルームひばり通信

問い合わせ 交流ルーム ひばり （総合福祉センター内）

０２５６－３３－８６５０

ｈｉｂａｒｉ_ｓａｎｊｏ_ｎｙｈ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ

[開館時間] 8：30～18：00 [休館日] 毎週木曜日

TEL

E-mail

19浜通り×さんじょうライフvol.79

11月1日（木）、浜通り×さんじょうライフ配布スタッフに、福島県避難者支援課職員の

佐原さんと井戸田さん（新潟駐在）が同行しました。

直接避難者の皆さんの声をお聞きしたいとのことで、お宅に訪問させていただき、要望や

事実確認などさまざまなお話をされました。

双葉町から避難されている
山本さん

福島県避難者支援課
佐原さん

◆福島県避難者支援課

新潟駐在の勤務場所・連絡先

●勤務場所

新潟県県民生活・環境部広域支援対策課内

（新潟県庁行政庁舎１４階）

●連絡先

ＴＥＬ：０２５－２８２－１７３２

０２５－２８２－１７７５

ＦＡＸ：０２５－２８０－５７０９

●勤務形態は常勤ですが、都合により下記の

時間帯は不在となりますので、ご了承願い

ます。

・月曜日 午前８時３０分～午後４時頃

・金曜日 午後２時頃～

★１１月１７日（土）までに
ひばりにお申し込みください。

第６回

とき・ところ

１１月２１日(水) 総合福祉センター ３階

調理実習室 ９時～（調理）

会議室 １２時～（会食）

参加対象 三条市に避難されている方

（会食のみの参加も大歓迎！）

参加費 一人 ３００円

未 定

※決まり次第お知らせします。

こんだて

前回の食事会
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024-924-7101郡山市

0243-33-1111本宮市

浪江町:男女共生センター内

（二本松市郭内一丁目196-1）

双葉町:旧騎西高校

（埼玉県加須市騎西598-1）

大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内

（会津若松氏追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

024-525-3793福島市

市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0120-455-770

大熊町 0120-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0240-38-2111

いわき市 0246-25-0500

被災自治体 問い合わせ先一覧

1南相馬市鹿島区

8南相馬市原町区

12郡山市

1本宮市

1福島市

市町村名 世帯数

南相馬市小高区 42

浪江町 8

双葉町 4

大熊町 2

富岡町 2

川内村 2

いわき市 1

三条市に避難している
世帯数( 2012.11.7現在）

交流ルームひばり通信

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511

問い合わせ

交流ルーム ひばり （総合福祉センター内）

０２５６－３３－８６５０

ｈｉｂａｒｉ_ｓａｎｊｏ_ｎｙｈ＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ

[開館時間] 8：30～18：00 [休館日] 毎週木曜日

TEL

E-mail

会場までの移動手段にお困りの方は、

ひばりスタッフまでご連絡ください。

（浜通り×さんじょうライフの配布の時に、

スタッフに言っていただいてもかまいません。）

前回に引き続き、ボウリング交流会を行ないます。
第１回に参加された方はもちろん、今回、都合の合う方どうですか？

気分転換、運動不足、ストレス解消 に！ 皆で楽しみましょう！

日時：１１月２４日（土）集合時間：午前１０時１０分

集合場所：三条サカイボウル（三条駅付近）
ゲーム数：２～４ゲームを予定しています。

☆昼食は、特に用意の予定はありません。
前回は、参加された皆さんで一緒に市内の食堂で食べられたようです。

１ゲーム ３００円
シューズ代 ２００円

★１１月２０日（火）までに
ひばりにお申し込みください。


